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まずは本号，刊行が大幅に遅れましたことをお詫
びいたします。今回はサブタイトルのとおり，急
性期から緩和ケアまで，心不全を広い観点からと
らえた「新しい教科書」を掲げていますが，患者
の一人として注目したいのは，アドバンス・ケ
ア・プランニングでしょうか。これには「人生会
議」という愛称が推奨されました。今まで名前が
ついていなかったものに，あるいは今までの名前
に替えて名前がつくことで，認識が変わっていく
ことは往々にしてありますが，これも医療全体
に，変わらざるを得ないような変化の波が押し寄
せていることを象徴する 1つかもしれません。今
年は平成の終わりの年，あるいは東京オリンピッ
ク，そして 2020 年という区切りの数字を控えて
います。落ち着かない気もする反面，新しいもの
への期待感もうまく活力となっていくでしょう
か。さて，7年ぶりの改版となる「循環器治療薬
ファイル」が刊行されます。あわせて手にとって
いただければ幸いです。
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2019年第1号（Vol.7 No.1）（3月発行）

総論
 1． そもそも外来とは
［コラム］外来教育：海外編
［コラム］外来教育：日本編
各論
 2． 関節痛：関節炎と区別できるようになろう！
 3． しびれ：局在診断から考える鑑別診断！
 4． めまい：BPPVを本当に診断できていますか？画像に頼らない中枢性の別のめまいとは？
［コラム］振戦・ふるえ
 5． 歩行障害：整形か，神経か，それ以外か？　診断ポイントを押さよう！
 6． 頭痛：自信をもって「片頭痛」を診断しよう！
 7． 認知症：ホスピタリストの対応範囲を意識しながらPro×Conで迫る！

 8． 身体症状を呈する精神科疾患：パニック発作・不安障害・うつ病を敬遠しない！
 9． 精神科疾患と間違いやすい内因性疾患：外来で押さえておきたい甲状腺，副腎不全，低

髄圧症候群，脳炎脳症，重症筋無力症，Sjögren症候群，Parkinson病

 10． 浮腫：よく見逃されている慢性静脈不全！
 11． 腰痛症：薬と画像でごまかさず，頻度を考えた適切なアプローチをしていますか？
［コラム］爪からここまでわかる
［コラム］アルコール依存
［コラム］禁煙

※誌面の都合により，内容が変わることがあります。

病棟や救急と勝手が違う外来には外来のコツがある
Do not missを意識しながら，
外来でよくみる疾患をしっかり診断できるようになろう
ホスピタリストはもともと「病棟患者のマネジメントための専任医師」と
いう概念で，米国から始まりました。対する我が国では，病院勤務医が
病棟のみで診療している場面は少ないかと思われます。外来診療と入院
診療の比重は，個人差・施設差があるにせよ，外来がゼロというケース
はまれでしょう。そこで本特集号では，病棟での内科患者診療との違い
を意識しながら外来診療を行うコツに焦点を当てます。
外来診療全体は非常に幅広く，1冊の雑誌で扱うことは不可能です。

また，外来をテーマにした書籍は多く，総合診療系の雑誌では外来患者
のトピックも多く扱われています。Hospitalist誌では「外来における予防
医療」という特集号がすでに出ていることから，今回の特集では病棟や
救急ではなかなかみる機会がないが，外来ではよく遭遇する症候・疾患
をしっかり診ることができるようになることを目標として，入院診療中
心のホスピタリストが苦手としやすい主訴を取り上げます。
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